
頚動脈ステント留置術(CAS)の治療成績
CAS；Carotid Artery Stenting

■対象期間：1997.1～2023.12
■対象症例：414例（男性340例/女性74例）

平均年齢71.9歳

施行年 症状 年代

1999 視野障害 80代

2000 完全片麻痺 70代

2000 完全片麻痺 60代

2001 不全片麻痺 70代

2001 完全片麻痺 70代

2002 握力低下 70代

2005 視野障害 50代

2006 不全片麻痺 70代

2006 視野障害 80代

❑永続的合併症 9例(2.2%)

❑死亡 5例(1.2%)

術後30日の周術期合併症は以下のとおりです

施行年 症状 年代

2005 出血性胃潰瘍 80代

2006 急性腎不全 70代

2008 急性心筋梗塞 80代

2011 脳出血 80代

2012 出血性梗塞 80代

脳神経センター大田記念病院 2024/1改正

❑一過性合併症 2例(0.5%)

施行年 症状 年代

2020 穿刺部合併症 80代

2020 穿刺部合併症 70代


